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【実施概要】 

【1】単元のテーマ・目標（評価の観点を意識して設定）： 

単元名 わたしたちが生きる世界を知ろう～地球家族の一員として～  

中心価値 4－（10）国際理解・人類愛・平和 

                             関連価値 1－（2）希望・強い意志 

【2】 

単元の 

評価基準 

(ア) 関心・意欲・態度 

・フィリピンを通して世界に興味・関心を持つ。 

・世界の中の日本人という自覚を持ち、世界平和に貢献しよう 

という意欲がある。 

(イ) 思考・判断・表現 様々な意見に耳を傾け、自分の考えを深めている。 

(ウ) 技能 
情報を整理し、課題に対して具体的な解決策を追求することが 

できる。 

(エ) 知識・理解 
地球規模の課題を知り、解決に向けて、多様な立場で物事を考える

ことの大切さを理解する。 

【3】 

単元設定の
理由 

単元について 

（1） 単元設定の理由 

道徳の内容項目 4－(10)に「世界の中の日本人としての自覚をもち、国際的視野に立って、世界

の平和と人類の幸福に貢献する」とある。今日、私たちの日々の生活には、外国の製品や食べ物、

文化といったものがあたりまえに存在している。また、日本のものや文化・技術も海外で親しまれ、

現地の人々の生活に影響を与えている。このような現状から、国際社会は、相互依存の関係のなか

で成り立っており、もはや自国の利益や幸福のみを追求すればよいという時代ではないと言える。 

このようなことから、これからの時代を担う中学生にとって、国際社会の一員として異なる文化

や価値観を尊重したり、世界が抱えている課題について理解を深めたりといった国際理解は、今後

ますます必要になってくる。そして、国際的視野に立って世界のために自分ができることを考え、

実行しようとする意志を育むことが大切であると考える。 

本時では、JICA 教師海外研修でフィリピンに行った際に実施した現地の方々へのインタビュー内

容や視察した現地の様子を教材として活用している。フィリピンが抱えている課題を通して、立場

の違いや様々なものの見方、考え方があることを理解させ、世界平和に寄与する態度を育みたい。 

以上の理由から本単元を設定した。 

 

 

わたしたちが生きる世界を知ろう～地球家族の一員として～  

氏名 ： 畑中 麻衣子                      学校名 ： 宮城県名取市立みどり台中学校                      

時間数 ： 道徳 3時間、英語 2時間                      

担当教科 ： 英語                      実践教科 ： 道徳、英語               

対象学年 ： 2 年生                    人数 ： 171名（2学年全クラスで実施）                      
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（2） 学級・生徒の実態（担任学級2年2組 男子17名，女子17名 計34名） 

明るく素直な生徒が多く、和気あいあいとした雰囲気がある。男女間の仲も良い。グループ活動

では、積極的に意見を出し合う様子が見られる。一方、全体の前で進んで発言する生徒は限られて

いるが、友達の意見を聞きながらじっくりと考えることができる生徒が多い。   

以下は生徒への事前アンケートをまとめたものである。     

（数字は回答人数） 

世界のことに興味・関心がある生徒が多く、価値観の異なる他者を尊重しようという気持ちも高

いことが伺えた。一方、世界のために何かしたいという気持ちはあるものの、実際に自分に何かで

きるかと問われると、消極的な回答が目立った。理由には，「世界のために自分にできることが思

いつかない」「自分一人では何もできない」等と書いている生徒が多かった。 

 

（3）指導に当たって 

フィリピンのパヤタス地区にあるゴミ山問題について取り上げながら、多様な価値観があること

や、立場による考え方の違いに気付かせたい。そして、世界の中の日本人としての自覚をもち、国

際社会のために自分たちができることについて考えさせたい。 

また、国際理解教育とは、単に世界の問題を取り上げているのではなく、それを自分たちの身近

な問題に置き換えて考える視点を持たせることも大切である。本時の授業の中で取り上げるフィリ

ピンのゴミ山の問題も、東日本大震災における瓦礫や放射能の汚染物の処理問題と重なる面があ

る。「フィリピンだから」ではなく、自分たちの身のまわりにある課題についても目を向けさせた

い。 

そのために以下の手立てをとる。 

 

① フィリピンの紹介の仕方 

本時の前に、学年全体に向けて報告会を行う。写真や動画を用いながら、フィリピンが抱えてい

る課題だけではなく、フィリピン人の親しみやすい人柄や、公用語と民族の言葉を使い分けるコミ

ュニケーション能力の高さ、家族を大切にする国民性等にも触れ、生徒がフィリピンの伝統や文化

を理解し、尊重しようとする気持ちを高めたい。 

 

質問 5 

とても 

4 3 2 1 

全く 

1．あなたは世界のことに興味・関心がありますか？ 6 13 10 2 2 

2．あなたは自分の国のことに興味・関心がありますか？ 4 11 13 2 3 

3．あなたは価値観や考え方の違う人を尊重していますか？ 6 14 11 1 1 

4．あなたは困っている人のために何かしたいと思いますか？ 8 19 5 0 1 

5．あなたはこの世界のために何かできると思いますか？  6 6 12 5 4 

6．あなたはこの世界のために何かしたいと思いますか？ 5 9 14 2 3 

7．あなたはこれからの自分の生き方についてよく考えていますか？ 6 12 11 3 1 

8．自分の国や世界について知ることは自分にとって良いことだと思い

ますか？ 

14 9 7 2 1 
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② 学習形態の工夫 

・道徳的価値を単に知識としてではなく、実感として理解させるため、また、話し合いの 

テーマについての知識や情報をわかりやすく整理するために、ロールプレイを実施する。 

・4、5 人のグループでディスカッションを行い、問題解決のためにどうしたらよいか、多様な視

点で考えさせる。 

 

（4）本時のねらい 

・フィリピンが抱えている課題を通して、多様な立場で物事を考えることの大切さに気付か 

せる。 

・世界の中の日本人としての自覚をもち、世界平和に貢献しようという態度を育む。 

 

（5）評価 

・多様な立場で物事を考えることの大切さに気付くことができたか。 

・世界の中の日本人としての自覚をもち、世界平和に貢献しようという気持ちが高まったか。 

（観察、発表、ワークシート） 

【4】展開計画 （道徳全 3 時間、英語全 2時間）  

時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材 

1 

道徳 

・フィリピンを通して世界 

に興味・関心を持たせる。 

 

・フィリピンについてのスライド 

 ①フィリピンクイズ 

 ②町、学校、食べ物について 

 ③フィリピンが抱える課題について 

・パワーポイント 

・プロジェクター 

・写真 

・動画 

2 
本時 

 
道徳 

・フィリピンが抱えている

課題を通して、多様な立

場で物事を考えることの

大切さに気付かせる。 

・代表生徒によるロールプレイ 

「パヤタスのゴミ山について」 

・ロールプレイをもとに発問について考え

る 

 ①あなたは誰の立場に一番共感します

か？ 

 ②あなたがフィリピン政府ならどうし

ますか？ 

・写真 

・登場人物の状況と台本 

・ネームプレート 

・キーワードカード 

・質問カード 

・記録シート 

・ワークシート 

3 
本時 

 
道徳 

・世界の中の日本人としての

自覚をもち、世界平和に貢

献しようという態度を育

む。 

・ダイヤモンドランキング 

「貧困問題を解決するためにわたしたち

にできること」 

 ①個人で考える 

 ②グループで考える 

 ③発表 

・ワークシート 

・ダイヤモンドランキング

シート(グループ用) 

・内容カード 

・のり 

・ふりかえりシート 

4 
英語 

・フィリピンについて英語で

聞き取り、理解を深めさせ

る。 

・4人のグループになり、20 枚の写真カー

ドを並べる。 

・教師の英語を聞き、正しい写真を選ぶ。 

・写真かるた(9 セット) 

・スライド 

5 
英語 

・英語を用いて、人とつなが

る喜びを感じさせる。 

・フィリピンの高校生からのメッセージ

を、グループで辞書を使って訳す。 

・どんな内容なのか全体に紹介する。 

 

 

・フィリピンからの手紙 
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【5】本時の展開 

（1）指導過程①(5 校時 45 分授業) 

段階 学習活動 指導上の留意点(支援) 資料(教材) 

導入 

（5分） 

 

 

1. 学年報告会の内容を振り返る。 

・印象に残ったこと 

・パヤタスのゴミ山について 

写真を見せて：悪臭，不衛生… 

「このゴミ山は必要だと思う？」 

「住人はどう思っているんだろう？」 

 

・報告会を振り返り、フィリピンにつ

いて共通理解を図る。 

・パヤタスのゴミ山がフィリピンの大

きな課題の 1つであると認識させる。 

・写真 

 

展開 

（15 分） 

 

2．ロールプレイ 

（1）役割の紹介と会議のスタート 

・協力者に、それぞれの役の状況と台

本が書かれた資料を配布する。 

・進行役がそれぞれの役を紹介し、会

議を開始する。 

・その他の生徒はオブザーバーとなり、

ロールプレイを見る。 

 

（2）会議の実施 

・ロールプレイ参加者は台本に従い、

発言する。 

役割：パヤタス住人 2 名、子ども、都

市の人、新しいゴミ山の住民、NGO 職員、

進行 

 

（3）質疑応答 

・記者役が質問を行う。ロールプレイ

参加者は台本に基づいて質問に答え

る。 

 

※台本【資料 1】 

・誰がどんな役割をしているのかよく

わかるように，表示を用いたりしなが

ら紹介する。 

 

・オブザーバーにはメモを取りながら

会議を見守るよう促す。 

※ワークシート【資料 2】 

・オブザーバーの中から新聞記者役を

指名する。 

 

 

 

 

 

 

・ロールプレイ後に，キーワードが書

かれたカードを掲示し，参加者の主張

を確認する。 

・登場人物の状況

と台本が書い

てある資料 

・登場人物ネーム

プレート 

・キーワードカー

ド 

・質問カード 

・オブザーバー用

記録シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

（20 分） 3.  

 

 

①個人でワークシートに記入する。 

②発表する。 

4．   

  

 

①個人でワークシートに記入する。 

②グループで話し合う 

③発表する。 

 

・どの人がどんな意見を述べていたか

必要に応じて個別に確認する。 

※ワークシート【資料 2】 

 

・フィリピン政府がどういう立場なの

かしっかりと説明する。 

 

 

 

 

・ワークシート 

あなたがフィリピン政府ならど

うしますか？ 

あなたは誰の立場に一番共感し

ますか？ 
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終結 

(5 分) 

5． 

   

 

「このゴミ山は必要だと言う意見がありま

したね。」 

「では、本当に必要なのかな？」 

「本当の問題はなんだろう？」 

 

 

・ゴミ山が必要かどうか発問を投げか

け、次の時間につなげる 

 

（2）指導過程②(6 校時 45 分授業) 

段階 学習活動 指導上の留意点(支援) 資料(教材) 

導入 

（5分） 

 

1．貧困問題について取り上げる。 

 貧困問題に対して自分たちにできる

ことを挙げる。 

 

・前時のゴミ山の問題の根底には貧困

問題があることに気づかせる。 

 

 

展開 

（20 分） 

2．ダイヤモンドランキング 

 

 

 

自分たちにできることが書かれている

カードを読み、ランキングを作成する。 

①個人でワークシートに記入する。 

②グループで話し合い、ひとつのラン

キングを完成させる。 

※愛知国際交流協会国際理解教育教材参照 

 

 

・なぜその方法を優先すべきと思った

のか、理由も併せて考えさせる。 

・単に多数決にならないように、よく

吟味するよう声がけする。 

ワークシート【資料 3】 

・ワークシート 

・ダイヤモンドラ

ンキングシート

(グループ用) 

・内容カード 

・のり 

(12 分) 3．発表  

  グループで決めたランキングを全

体に発表する。 

9 班×1分程度 

 

 

・なぜそうなったのか、理由も発表さ

せる。 

・マグネット 

終結 

(8 分) 

4．振り返り 

 ・日本の貧困問題についても触れる。 

・本時(2 時間通して)の感想及び事後ア

ンケートを記入する 

 

 

・ゴミ山が必要かどうか発問を投げか

け、次の時間につなげる 

 

    

ゴミ山は必要なのだろうか？ 

貧困問題を解決するためにわた

したちにできることを考えよう。 
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【授業実践の様子】（本時での写真を添付し、キャプションをつけて下さい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【6】本時の振返り 

 本時を振り返って気付いたことは 2点ある。1点目は、ロールプレイを効果的に取り入れることで、課題に対

する生徒たちの興味が高まり、さらに理解を深めることができるということである。ロールプレイは、グルー

プで実施したり、生徒自身に台詞を考えさせたりと、様々な方法があるが、今回は代表生徒が、台本をもとに

ロールプレイをしたことで、どの生徒もパヤタスのゴミ山の問題について理解し、その後の活動にスムーズに

取り組めていた。2 点目は、主発問「だれの立場に一番共感しますか？」に対して、予想以上に生徒からは多様

な意見が出て、本時のねらいである「フィリピンを通して、多様な立場で物事を考えることの大切さに気付か

パヤタスのゴミ山の問題について「関係者会 

議」のロールプレイを行った。ロールプレイは代

表者 7名(パヤタス住人 2名、子ども、都市の人、

新しいゴミ山の住人、NGO 職員、進行)、そのほか

の生徒はオブザーバーで、メモを取りながら聞い

ている。その中には記者役として会議の最後に質

問をする生徒もいる。 

ロールプレイの後に、登場人物それぞれ

の立場や考えを整理し、「あなたは誰の立場

に一番共感しますか？」という発問を投げ

かけた。生徒はじっくりと自分の考えを書

いており、様々な意見が出た。 

 本時の後半では，「貧困問題を解決するため

にわたしたちにできること」を，グループで

話し合い、ダイヤモンドランキングを作成し

た。 

 グループで真剣に話し合う様子が見られ

た。ランキングの項目は全部で 9つあり、

自分たちで独自に考える項目も用意した。

グループごとに様々なアイディアが出てい

た。 
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せる」にせまる話し合いができたことである。 

課題はあるが、生徒たちに自分たちが生きる世界について真剣に考えるきっかけを与えることができたこと

は、今回の授業の成果であると考える。 

 

【7】単元を通した児童生徒の反応/変化 

今回の授業は 2 学年全クラスで実施した。生徒の気持ちや考え方の変容をみるために、事前アンケートを行い、

全 3回の道徳の授業後に、同じアンケートを再び実施した。 

アンケートの内容は以下の通りである。 
 

質問  

※実際のアンケート用紙には理由を書く欄も設けている 

とても            全く             

５   ４   ３   ２   １ 

1.あなたは世界のことに興味・関心がありますか？ 

どんなことに(            ) 
５   ４   ３   ２   １ 

2.あなたは自分の国のことに興味・関心がありますか？ ５   ４   ３   ２   １ 

3.あなたは価値観や考え方の違う人を尊重していますか？ 

理由(       ) 

５   ４   ３   ２   １ 

4．あなたは困っている人のために何かしたいと思いますか？ ５   ４   ３   ２   １ 

5．あなたはこの世界のために何かできると思いますか？ ５   ４   ３   ２   １ 

6．あなたはこの世界のために何かしたいと思いますか？ ５   ４   ３   ２   １ 

7．あなたはこれからの自分の生き方についてよく考えていますか？ ５   ４   ３   ２   １ 

8．自分の国や世界について知ることは自分にとって良いことだと思いますか？ ５   ４   ３   ２   １ 

 

【事前アンケート】H29.11.1 実施(全 5 クラス) 

 

【事後アンケート】H29.11.7～13 実施(全 5クラス) 

 

※縦軸の値は人数                 ※縦軸の値は人数 

 

上記のグラフから、授業を終えて生徒たちの、世界や日本への興味・関心が高まったことがわかる。また、「こ

の世界のために何かできる」、「何かしたい」という回答の数値も高くなっており、授業を通して、自分たちに

も何かできることがあるという気持ちが、多くの生徒の間で芽生えたのが伺える。 
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80 

 

【単元を通し変容した生徒の態度や学習意欲があれば記載下さい】 

 上記【7】のアンケートとともに、「今回の授業を通して、世界への興味・関心は高まりましたか？」という

質問をし、「とても、少し、あまり、全く」の 4つの選択肢から回答させた。その結果、「とても」や「すこし」

と回答した生徒は全体の約 90％にも上った。 

以下は生徒の感想である。 

・世界のいろいろな問題などあまり考えたことがなかったけど、今回の授業で、知ることができて良かった。

まず世界の現状を知ることからやってみようと思った。 

・今まで外国についてなんて全く考えたことがなかったけれど、今回の授業を通して、同じ世界の人なのだか

ら、もっと考えていかなくちゃと思いました。フィリピンだけでなく、自分の国、ほかの外国についても考

えてみたいし、自分も問題解決に役に立ってみたいです。 

・自分が知らないだけで、世界には貧困問題などで苦しんでいる人がたくさんいるということが分かった。い

ろいろな国の問題にも目を向け、関わっていきたい。 

・僕は今回の授業で自分の考えが変わり、「世界について自分も何かしたい」という気持ちになりました。アン

ケートも、授業後には半分以上理由が変わりました。 

・ロールプレイで「アイビーちゃん」をやってみて、同じ子どもなのにそんな子どもたちがいるなんて知らな

かったし、助けてあげたいと思った。 

・自分は、自分の国以外の国を違う世界のように考えていたので、今回の授業で現実を知りました。 

・また別の国についても学びたいと思った。 

・世界のために、自分たちにも簡単にできる活動があることを知りました。 

・この授業で、世界だけではなく、日本にも大きな課題があると分かった。そのことについても今日から調べ

ていきたい。 

・私たちが見ているニュースの他にもたくさん問題があることが分かりました。「知る」ということはすごく大

切なことだと気づいたので、また調べてみたいし、自分のできることから始めたいです。 

・今回の授業で世界への興味が高くなったので、人生で一度は行ってみたいと思うようになった。 

・世界には日本にいたらありえないことがたくさんあることに気が付きました。日本の人たちが協力して世界

の人たちを救えることはたくさんあるんだなあと思いました。 

・ロールプレイでそれぞれの人の意見を聴いて、みんな自分の事を話しているのに、いつのまにか環境の事に

直面していることに気付きました。自分の事を考えるというのは、同時に環境の事について考えるというこ

となのかもしれないと思いました。 

・ロールプレイでビビアンさんを担当しました。台本を渡されて読んだときはそこまで感じませんでしたが、

本番しっかり読み返してみると、ゴミ問題は深刻なんだということがよく分かりました。 

・世界にはストリートチルドレンやゴミ山で得たわずかな収入で暮らす人々がいて、日本にも貧困に悩む人々

がいると聞き、今の自分の生活に感謝しなければならないと思いました。 

・貧困に苦しむ方々はもちろんつらいけど，それを支援する側である NPO の職員の方も大変なんじゃないかと

思いました。暮らすのに困らず、幸せな生活をしている私たちには困っている人を助ける義務のようなもの

があるのではないかと考えました。 
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【途上国・異文化への意識の変容について記載下さい】 

「世界のどんなことに興味・関心があるか」 ※【7】のアンケートからの考察  

（授業前の主な回答） 

 ・世界遺産         ・スポーツ     

 ・文化（食、アーティスト）  ・経済 

 ・有名な観光地       ・産業 

 ・言語           ・世界の問題 

・ミステリー        ・戦争 

・歴史           ・ない 

（授業後の主な回答） 

 ・世界の課題        ・戦争 

 ・貧困問題         ・食   

 ・環境について       ・歴史 

 ・難民について       ・世界遺産 

 ・その国の良いところ    ・ことば          ・スポーツ 

 ・人々の暮らし       ・日本との関わり 

 

【9】自己評価 

1. 苦労した点 ・ロールプレイの原稿を作る際に、現地でのインタビュー内容をもとに、どのようにす

れば生徒たちにわかりやすくパヤタスのゴミ山の問題が伝わるかを考えた。事実を伝

えることと、わかりやすさとを両立させるために、会議形式のロールプレイに至った。 

・ロールプレイ後の発問については一番悩んだ点であったが、多くの先生方にアドバイ

スをいただき、本時では「誰の立場に共感するか？」という発問を行った。 

 

2. 改善点 ・ダイヤモンドランキングの 9 つの項目の中に、生徒たちが独自に考えた項目を一つ入

れていたが、この項目をもっと取り上げる。 

・黒板に掲示した文字をもう少し大きくする。 

・どの部分をメインに持っていきたいのか明確にする。 

(参観していただいた先生方からのコメントも参照) 

 

授業後のアンケートでは、世界の様々な問題につ

いてもっと詳しく知りたいという回答が多かった。

さらに、自分の興味のある分野に留まらず、その国

の「良いところ」や日本との「関わり」を知りたい

と書いている生徒も多く、全体的に単元を通して、

世界のことを幅広く知りたいという気持ちが高まっ

ていることが感じられた。 

授業前のアンケートでは、世界遺産や観光地等、

旅行を意識したことへの関心が高かった。また、ス

ポーツや食、アーティスト、ミステリーといった、

自分にとって身近なものや流行しているものに興味

がある生徒が多かった。一方で、「特にない」と回答

した生徒の割合も高かった。 
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3. 成果が出た点 ・生徒たちの、フィリピンをテーマに世界に目を向けて行動しようとする意欲が感じら

れた。 

・生徒の実態に合った内容で、生徒がよく話し合っていた。 

・現地の人の生の声があって良かった。 

・フィリピンに興味を持つと同時に、様々なところに目を向けられる内容だった。 

・会議、質疑応答といった臨場感のあるロールプレイで授業に引きこまれた。 

(参観していただいた先生方からのコメントも参照) 

〈自作教材について〉 

 【8】の 1.に記述したように、今回の授業では自作のロールプレイを教材として活

用した。教師が自ら体験したことや、今地球上で起きている問題の深刻さ、それに関

わる現地の人たちの生の声を、生徒たちに直接届けることができた。それは、海外研

修に参加し、教師自身が体験してこなければ実現しなかったことである。授業の中で、

ロールプレイの登場人物について「先生が実際に会ってお話を聞いてきた人たちなん

だよ」と伝えると、生徒たちはとても驚いていた。その後の授業の取り組みや感想か

ら、生徒一人一人がフィリピンの人たちを身近に感じ、課題に対して「何とかしたい」

と真剣に考えている様子が伺えた。 

今回の授業を通して、教師が実際に体験することの大切さを実感し、その体験に基づい

て授業を行うことが、生徒の心をとても揺さぶるということを学んだ。 

 

 

4. 備考（授業者によ

る自由記述） 

 本単元を実践するにあたり，以下の 2点についてずっと吟味してきた。 

（1）教師海外研修で学んだことをどのように教材化するか。 

（2）授業を通して子どもたちに何を感じてもらいたいか。 

何度も練り直して作成した指導案だったが、授業を終えて生徒の感想を読んだとき、心

から「挑戦してよかった」と感じた。 

授業は、各担任の先生に T2 で入ってもらい、学年全 5 クラスで実施することができた。

これは、校長先生のご理解のもと、主任をはじめ、学年の先生方がとても協力的だっ

たからこそ実現できたことで、本当にありがたいと感じている。さらに、今回の授業

を実施したことで、先生方から次につながる授業の提案もあり、学年で新たに国際理

解教育の授業に取り組むことができた。国際理解教育を通して子どもたちに身に付け

させたい力について学年で話し合うこともできた。 

今回の研修が、私だけの学びではなく、周りの先生方にとって少しでも良い学びの機会

となっていたら幸いである。 
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添付資料： 

・ロールプレイ台本【資料 1】 
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・ロールプレイ用ワークシート【資料 2】  
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・ダイヤモンドランキング用ワークシート【資料 3】 

 

 


